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プロローグ

映画は元禄から享保期（1688～1736)に最盛期を迎えた

色鍋島の作品紹介から始まり、それを生んだ九州・鍋鳥

藩の窯跡を訪ねる。

有田赤絵町の今泉今右衛門家
その色絵の技術を、今に受け継ぐ今泉今右衛門の工房。

士の調製

陶器の原料は士であるが、磁器の原料は石である。

素地は、泉山陶石に、犬草陶石を配合し、硬い石を砕い

て土にする。

レカ
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な
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一
寺
一
一 大Ⅱの成形

寺
へ

〔

蚤

色鍋島の代表的な形は高台のある大鉢(大皿）である。
のベ

ロクロでの成形は、牛の舌と呼ばれる長い伸ベラでひ
おし

ろげ、押ベラに代えて正しい形に仕上げる。

，名
角Ⅲの成形と変形Ⅲの成形

＝

三
一
一
一
一昇

角皿をつくる型打ちの技法と、変形ll11をつくる糸切り

の技法。

諄莞
区

削り

序詞
P

■
成形を終えた皿は、七分がた乾いたところで、削りの竹

業を行う。
一
一マ

ュ
言

可

匡一 寺て

ぬく’

水拭い

報
、可

削り作業を終えると、器の表面を晒し布で､水拭いする。

一
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仲だち

素焼きした大皿の上に仲だち紙をあて、椿の葉をこす

りつけて文様を写す。

P

下絵付(染付)線描き球
燕

呉須で模様を線描きする。昔から、線描きば男の仕事

であった。
串t一

L

い

だ

下絵付(染付)濃み
次に、線描きした内側を、太い濃み筆で塗っていく。 こ

れは女の仕事である。どの工程をみても、職人の手と

道具が一体になった手仕事の息づかいが感じられる。

釉薬の調製
いすぱいゆう

色鍋島の地肌の美しさは柞灰釉から生まれる。鹿児島
いす

県大隅半島に繁茂している柞の木の皮を灰にして、そ

の柞灰釉を、長石などから調製した釉薬と調合する。

4

窯詰めI

本焼きの窯詰めは人事な仕事であるから、窯元が先に

立って積む位置を決める。
9 ， N

本窯焼成
陶工たちがいちばん緊張するのはこの本窯で、焼成は

約40時間、焼成温度は1300度を超える。

窯出し
雪

否一火を止めて3日後、窯の冷却を待って窯州しが行オ

鮮やかに下絵の染付が発色している。

〕れる。
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脂絵具の精製
色鍋島に用いる上絵具の精製には今泉家だけに伝わる

タテワケの技法がある。昔は赤絵の秘密を守るため家

督相続は厳しくきめられ、今日まで一子相伝の形で伝

承されてきた。

す

絵具の摺り合わせL

畷鞭
えかき ざ

上絵具は摺れば摺るほどよい。上絵(赤絵）の絵言座の

職人たちにとって、絵具の摺り合わせは、日に何遍も繰

り返す、長時間つづく大切な仕事である。

戸I

上絵付(赤絵）
赤絵も男の線描きから始まる。ことさらに筆意を強め

だ

ず、気品を込める。 そして次の赤絵の濃みは、女の仕

事である。各工稗とも高度な熟練の技術を要し、寸分

の狂いのない、きびしいチームワークの作業になる。

し刀

ろ
な
芋
へ 毛描き

〔

ま

赤濃みやぼかしの上に描く毛描き。

赤絵窯焼成と完成作品製作スタッフ

脚本･監督村山英治

撮影木塚誠一

照明山根秀一

田集長谷川宜人

音楽長沢勝俊

解駁観世栄夫

赤絵窯に入れ､約800℃で7～8時間焼き、作品を完成さ

せる。
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